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要旨 今回，琵琶湖南湖で捕獲されたオオクチバスの胃内容物からミシシッピアカミミガメが確認された

ことを報告する．オオクチバスは，滋賀県による電気ショッカーボートを用いた外来魚駆除活動中に琵

琶湖南湖の赤野井湾において捕獲されたものである．このオオクチバスは標準体長が 388 mm の雄

であった．胃内容物からはミシシッピアカミミガメのみが見つかり，その背甲長は 45 mm，体重は 21 g

であった．  

 

 

 

日本において特定外来生物に指定されているオオクチバスMicropterus salmoidesは，肉食性が強

く，在来魚を捕食することによって，在来魚類の群集組成に大きな影響を与えている（杉山 2005）．また，

トンボ類などの在来水生生物の捕食（苅部 2002）や，カモ類などの鳥類の捕食（曽我部・小島 2014, 

杉山 2005）が報告されており，魚類以外の生物への影響も懸念されている．本種のカメ類への捕食は，

原産地である北米では研究がされており，餌として忌避するか食べないことが確認されている（Britson 

1998，Semlitsch & Gibbons 1989）．日本においても捕食事例の報告はこれまでなかったが，今回，本

種によるミシシッピアカミミガメ Trachemys scripta elegansの捕食が初めて確認されたので報告する． 

今回，琵琶湖で捕獲されたオオクチバスについて，胃内容物の調査を行なった．調査個体数は，南湖

では滋賀県水産課が行なう電気ショッカーボートを用いた駆除で捕獲された 267 個体（TL286.6 ± 

181.12 mm，m ± SD），北湖では釣り，投網によって捕獲された 76個体（TL183.1 ± 83.07 mm，m ± 

SD）であった．調査期間は 2013年 5 月から 2015年 6 月である．確認された胃内容物を表 1に示す．

今調査中，南湖で捕獲された本種の中から，ミシシッピアカミミガメを捕食していた個体が確認された． 
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図 1．オオクチバスの胃から出てきたミシシッピアカミミガメ． 

Fig.1. The red-eared slider eaten by the largemouth bass. 

表 1．琵琶湖で捕られたオオクチバスの胃内容物組成． 

Table1. Stomach contents of largemouth bass in Lake Biwa. 

South North Total

Fishes

Lepomis macrochirus 47 ― 47

Micropterus salmoides 17 ― 17

Channa argus 1 ― 1

Rhinogobius sp. 2 11 13

Plecoglossus altivelis 7 8 15

Carassius sp. 1 3 4

Gnathopogon caerulescens ― 3 3

Opsariichthys platypus ― 2 2

Undentified fish 19 6 25

Crustaceans

Procambarus clarkii 70 ― 70

Atyoidea sp. 22 15 37

Shellfishes

Viviparidae sp. 2 ― 2

Semisulcospira sp. 3 ― 3

Aquatic insects

Undentified Dragonfly larva 2 ― 2

Reptiles

Trachemys scripta elegans 1 ― 1

Population
Prey organisms
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ミシシッピアカミミガメを捕食していたオオクチバスは，琵琶湖南湖の東岸に位置する赤野井湾（面積 

1.4 km2，水深約 2 m）において捕獲された．このオオクチバスは，2015年 6月 29日の 9時から 11時 

30 分の間に赤野井湾にて実施された電気ショッカーボートを用いた駆除活動中に捕獲された．捕獲され

たオオクチバスは全長 452 mm，標準体長 388 mm，体重 1,800 gの雄であった．胃内容物はこのミシ

シッピアカミミガメ 1 個体のみであった．オオクチバスの胃の中から取り出したミシシッピアカミミガメは，ほ

ぼ未消化の状態であった（図 1）．このことから，捕食されて間もないと考えられる．このミシシッピアカミミガ

メは背甲長 45 mm，体重 21 gであった．外形的特徴を撮影した後，10%中性ホルマリンで固定した． 

琵琶湖南湖で初めて観察されたミシシッピアカミミガメの捕食は，南湖における劣悪な餌条件によって

引き起こされた可能性が高い．以下，このように推論した理由について考察する．ミシシッピアカミミガメは

幼生期，腹甲に円形の模様を複数持っており，この模様はオオクチバスやカワカマス属といった肉食魚

類に対する警告色であることが知られている（Britson 1998）．つまり，オオクチバスにとってミシシッピア

カミミガメは忌避される餌である．また，南湖で捕獲されたオオクチバスからはブルーギル Lepomis 

macrochirus やオオクチバス，アメリカザリガニ Procambarus clarkii などの外来魚や外来種が多く見

られた（表 1）．これらの外来魚や外来種は，骨や鰭，殻が硬いため，在来魚と比較して呑み込みにくい餌

だと思われる．一方，琵琶湖北湖で捕獲されたオオクチバスの胃内容物からは在来魚が多く見られ，外

来魚や外来種は見つからなかった（表 1）．琵琶湖南湖においては，混獲される外来魚の量から推定して，

生息する魚類の 90%近くが外来魚であると考えられている（戸田 2002）．一方，琵琶湖北湖には，在来

魚がまだ多く生息している（戸田 2002）．南湖には，骨が軟らかく食べやすいと考えられる在来魚はわず

かしか生息しておらず，仕方なく食べにくい外来魚等を捕食していると考えられる．以上の事から，在来

魚が減った琵琶湖南湖では餌環境が悪いため，オオクチバスによるミシシッピアカミミガメの捕食が引き

起こされたと考えられる．生態系の変化によって起きた珍しい捕食の事例として，ここに報告する． 
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Abstract In this report I discuss the first documented predation of a red-eared slider 

Trachemys scripta elegans by the largemouth bass. One red-eared slider (45 mm in 

straight carapace length, 21 g in wet weight) was found in the stomach of a male 

largemouth bass (388 mm in standard body length) caught by electrofishing in Akanoi 

bay, Lake Biwa. 
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